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１．はじめに
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 Ｊ棟は、平成26年度に実施した耐震診断において、現行
建築基準法の耐震基準を満たしていないことが判明した。

 Ｊ棟は、機構の定める施設中長期計画に基づき廃止に向
けた措置を進めているが、当面はＪ棟以外のウラン系施
設の廃止に向けた措置を加速するため、廃油保管庫の廃
油を用いた水蒸気改質処理試験、東海事業所第２ウラン
貯蔵庫で貯蔵する核燃料物質の安定化（酸化物化等）処
理試験等を実施する計画である。

 そこで、当面の施設利用に当たり、耐震改修促進法に基
づく耐震改修を計画している。



２．当面のＪ棟の主な利用計画
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 廃油保管庫で保管する廃油を水蒸気改質処理試験装置に
供して処理試験を実施し、廃油保管庫の廃止に向けた措
置を進める。これに伴い、処理試験で発生する廃水に含
まれるフッ素等の有害物除去処理設備を追加する。

 東海事業所第２ウラン貯蔵庫の貯蔵機能をＪ棟に移転し、
その東海事業所第２ウラン貯蔵庫の廃止に向けた措置を
進める。これに伴い、ＵＦ６等の化学的に活性な核燃料物
質を安定化（酸化物化等）処理するための設備を追加す
る。なお、安定化した核燃料物質は、核燃料物質の集約
施設に払い出す。

 応用試験棟のウラン試験の機能をＪ棟に移転し、応用試
験棟の廃止に向けた措置を進める。これに伴い、湿式分
析機器等を応用試験棟から移設する。
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Ｊ棟のシルバー
クール屋根範囲

枕ばり

トラックヤード

排気筒

弧型のシルバークール単体
ごと枕ばりに並べて設置※１

玄関
管理区域内の１～２階
吹抜け構造壁（４面）

※１)シルバークール屋根は、管理区域内の１～２階吹抜け構造壁（４面）
の延長にある枕ばりの上に、建屋建設の最終段階で載せたもの。

剛床仮定のイメージ図Ｊ棟外観イメージ図とシルバークール屋根外観

３．Ｊ棟建屋の耐震改修の方針

ＲＣ壁

ＲＣ屋根スラブ

シルバークール屋根は、弧型断面のシルバークール単体
を枕ばりに並べ、長辺は簡易接合、端部はアンカー止めで
あることから、枕ばりとシルバークールは剛接合されてい
ないため、建物との一体性が低い。従って、地震による力
が屋根を介して伝達されない（剛床仮定が成立しない）。
このため、Ｊ棟建屋の耐震改修は、建屋の外周全体に揺れ
を抑える補強壁を追加する方針とする。

ＲＣ主柱

Ａ Ｂ

地震動(横揺れ)

設備

アンカー止め

シルバークール屋根

設備

屋根が壁と一体
のＲＣ造の場合、
Ａ側の建屋の揺
れの力が屋根を
介してＢ側の建
屋に伝わる

シルバークール
屋根の場合、Ａ
側の建屋の揺れ
の力が屋根を介
してＢ側に伝わ
らない。（Ａ側
とＢ側がお互い
支え合うことが
できない）

Ａ Ｂ

ＲＣ屋根スラブ



４．Ｊ棟建屋耐震改修の補強壁について

5耐震補強構造案（シルバークール屋根部除く建屋３Ｄイメージ）

玄関

玄関

トラックヤード建屋外壁に対して垂直な補強壁
（バットレス）を建屋周囲に多
数設けることで、地震による横
揺れに対し剛な構造とする。

土中埋設部（建屋の基礎
部から補強する） グランドレベル

補強壁をはりで更に
補強

補強壁で囲まれた区画
に天井スラブや２階の
床スラブは設けず、閉
じられた部屋構造とし
ない。

正面は開放とし、管理区
域境界扉は閉止しない。
（現行どおり扉は使用可
能とする）

補強壁は全て建屋の主柱と
剛に連結する。（壁には連
結しない。次項参照）

２階部

１階部

バットレス(Buttress) とは、建築構造の一
つであり、建物本体を構成する主壁に対し
て直角方向に突き出た補助的な壁のこと。
適切な支柱を持たない屋根の重量によって
主壁に生じる横荷重等を受け止めて、主壁
を支持・補強する役割を果たす。

（下図は、国土交通省HP掲載資料「官庁施設における
耐震改修事業実施ガイドライン」より抜粋）



５．Ｊ棟建屋耐震改修用補強壁の接合方法

6Ｌ棟非管理区域の耐震補強壁追加工事の一例（既存建屋への補強壁の接合例）

既存主柱、床、天井へのあと施工アンカー打設 あと施工アンカーと鉄筋の結束による配筋 コンクリート打設後の補強壁

既存ＲＣ主柱既存ＲＣ壁

あ
と
施
工
ア
ン
カ
ー
打
設

追加する
補強壁

既存建屋の主柱にあと施工アンカーを打設 あと施工アンカーと鉄筋の結束による配筋 型枠へのコンクリート打設による補強壁追加

コンクリート打設用型枠
の背面壁（合板製）

Ｊ棟耐震補強壁の既存建屋への接合方法イメージ図

鉄筋



６．屋根の脱落防止及び排気筒の補強方法

現状の排気筒 補強後の排気筒

鋼板巻き付け又はRC壁打
増しによる補強 屋上面

シルバークール
単体と枕ばりの
連結金具

枕ばり

枕ばり

正

面

図

Ａ
部
断
面
図

シルバークール単
体間の連結金具

Ａ

Ａ
大規模地震でシルバー
クール屋根が脱落しない
よう金具で連結すると共
に枕ばりに固定する。

シルバークール屋根の
脱落防止対策イメージ

排気筒の耐震補強
イメージ

大規模地震で排気筒が
倒壊しないよう、付け
根部外周を厚肉化等に
より補強する。
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７．まとめ

１．今回の耐震改修における使用変更許可申請書上の位置付けについて
計画するＪ棟の耐震改修工法は、建屋外周に補強壁（バットレス）を用いた建屋補強、

排気筒付け根部外周の厚肉化等による補強及び金具固定によるシルバークール屋根の脱

落防止を実施するものであり、使用施設等の位置、構造及び設備の基準に関する規則に

掲げる事項全てに対し変更はない。シルバークール屋根及び排気筒については、使用変

更許可申請書の本文図に記載が無く、環境影響評価にも変更はない。従って、使用変更

許可申請書上の管理区域内に係る記載は一切変わらない。

なお、耐震改修工事中においても、施設等の安全機能に影響を与えることはない。ま

た、施設の平面図において非管理区域部分（建屋の外周）に補強壁が追加となるが、こ

の変更については、次回の変更申請の際に記載の適正化として反映する。（過去のL棟

（政令第41条非該当施設）の耐震改修と同様の対応）

２．使用変更許可申請書上の耐震性である設計水平震度0.2に対する影響
本耐震改修は、耐震改修促進法に基づき実施した耐震診断結果をふまえ、震度６強か

ら７クラスの地震で要求される現行建築基準法の保有水平耐力に適合させることを目的

としている。従って、本改修による耐震性は、現行の許可である震度５クラスの地震に

対応する設計水平震度0.2の耐震性を下回ることはない。

従って、計画するＪ棟の改修工法は、使用変更許可申請に該当しないと考える。 8
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